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世界気象機関（WMO）は2026年 3 月23日に、年次
報告書「State�of�the�Global�Climate�2025」を公表
しました。これは世界各国の観測データをもとに、
地球規模の気候変動の現状を総合的に評価したもの
です。
報告書によると、2015～25年までの11年間は観測
史上最も暑い11年となりました。また2024年は観測
史上 2番目か 3番目に熱い年で、1850～1900年の平
均気温を約1.43℃上回ったとしています。
また報告書は初めて、温室効果ガス濃度増加によ
る、地球のエネルギー収支の不均衡が、観測が始ま
った1960年以来増加し続け、2025年は65年間で最高
レベルに達したとしました。
中でも余剰熱量の91％以上を蓄積している海洋
は、過去20年間において、人間活動の年排出量の約
18倍のエネルギーを吸収し、温暖化のペースもこれ
までの 2倍以上に加速しているとしました（図）。

さらに地球温暖化による異常気象は何百万人に影
響を与え、数十億ドルの損失をもたらしているとし
ています。
WMOは報告書を出した 3月23日を世界気象デー

としています。今年のテーマは「今日を観測し、未
来を守る」でした。つまり私たちが今すぐ行動に移
すことをメッセージに込めたのです。
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